
 

24．3．7 

大学経営会議 

 

 

東京医療保健大学の教員組織の編成方針の制定について 

 

 

１．趣旨・概要。 

○本学の建学の精神及び理念・目的を達成するために、教育・研究を担当する

に相応しい能力を有するとともに、熱意を持って、かつ、真摯に教育・研究

に取り組む教員を求めることとし、本学の教員組織の編成方針を定めるもの 

です。 

 

○教員組織の編成方針においては、医療系の大学として関係法令に基づき教育

課程に相応しい教員組織を適切に編成・整備することとし、医療保健学部 

看護学科・医療栄養学科・医療情報学科、東が丘看護学部看護学科、医療保健

学研究科、看護学研究科が求める教員像を明記しております。 

 

平成２３年度に大学基準協会による大学評価を受審した際に、大学評価 

分科会報告書における評価基準の「教員・教員組織」においては、 

努力課題として「理念・目的の実現のために教員組織の編成方針を定める 

ことが必要である」と指摘されております。 

 

２．施行年月日。 

平成２４年３月７日。 
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東京医療保健大学の教員組織の編成方針 

 

 

本学においては、建学の精神である「科学技術に基づく正確な医療保健の学問的教育・研究及

び臨床活動」、「寛容と温かみのある人間性と生命に対する畏敬の念を尊重する精神」に則り、

時代の求める高い専門性及び豊かな人間性と幅広い教養並びに高い倫理性を備え、これからの

社会が抱える様々な課題に対して、新しい視点から総合的に探求し解決することのできる人材

の育成を図ることを理念・目的としているが、これらの理念・目的を達成するために、教育・

研究を担当するに相応しい能力を有するとともに、熱意を持って、かつ、真摯に教育・研究に

取り組む教員を求めることとし、教員組織の編成方針を定める。 

 

学部・学科・研究科においては、大学設置基準及び大学院設置基準に定める教員数を措置する

とともに、次に定める学部・学科・研究科が求める教員像を踏まえ、医療系の大学として関係

法令に基づき教育課程に相応しい教員組織を適切に編成・整備することとする。 

 

（医療保健学部看護学科） 

① 医療現場におけるチーム医療の中核として活躍できる看護師及び保健師の育成に情熱を 

持って取り組むことができること。 

② 専門領域と関連する臨床現場における実践経験を有していること。 

③ 職位に応じた教育業績と研究業績を有していること。 

④ 大学運営及び社会活動に積極的に参画する意思があること。 

⑤ 専門領域を越えて教育改善のために協力する意思及び能力があること。 

 

（医療保健学部医療栄養学科） 

① 豊かな人間性と教養を持って、社会に貢献できる管理栄養士を目指す学生を育成できること。 

② 医療栄養に関する知識と見識を有すること。 

③ 教育及び研究の成果を持って、履修指導に取り組むことができること。 

④ 社会貢献及び地域貢献に寄与できること。 

⑤ 専門領域以外にも関心を持ち、協調性を持って各種の校務ができること。 

 

（医療保健学部医療情報学科） 

① 生命科学と医療情報学を学ぶ学科を目指して、学生の教育、研究・医療の向上に努めること。 

② 教育と研究において、高い倫理観を持ち、熱意を持って取り組むこと。 

③ 医療及びその関連分野において、現場を理解して実践経験が豊富であること。 

④ 常に新たな研究科目を開発し、医療の情報化・国際化に対応し、学際的な研究に関心を持つ

こと。 
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⑤ 学生を医療情報学の分野で指導的に活躍できる人材として責任を持って社会に送り出す 

ことができること。 

 

（東が丘・立川看護学部看護学科） 

① tomorrow's Nurse の養成に情熱を持っていること。 

② 臨床現場における実践経験が豊富であること。 

③ 教育、研究、社会貢献活動にバランスよく取り組む能力と情熱があること。 

④ 客観的な自己評価を通して、常に自己啓発に努めること。 

 

（医療保健学研究科） 

① 医療関連現場の高度専門職育成に情熱を持っていること。 

② 専門領域に関連する臨床現場の実践経験が豊富であること。 

③ 教育、研究、実践において優れた専門能力を有し、熱意を持って取り組むこと。 

④ 客観的な自己評価を通して、常に自己啓発に努めていること。 

⑤ 専門分野の歴史と最新情報に精通していること。 

⑥ その他、本研究科の教育方針を十分理解し研鑽していること。 

 

（看護学研究科） 

① 高度実践看護職の養成に情熱を持っていること。 

② 臨床現場における実践経験が豊富であること。 

③ 教育、研究、社会貢献活動にバランスよく取り組む能力と情熱があること。 

④ 客観的な自己評価を通して、常に自己啓発に努めること。 

 

附則 

 1. この編成方針は、平成 24年 3月 7日から施行する。 

附則 

 1. この編成方針は、平成 26年 4月 1日から施行する。 

 2. 東が丘看護学部は、学部名の変更に伴い東が丘・立川看護学部となった。 



26.5.21 

学科長会議 

 

平成 26年度「学生による授業評価」実施要綱 

 

医療保健学部及び東が丘・立川看護学部の学生を対象とした平成 26 年度授業 

評価を次により実施いたします。 

なお、各大学院においてもこの実施要綱に準じて授業評価を実施することと 

いたします。 

１ 目 的 

  学生による授業評価を実施し、その結果を分析評価することにより本学の 

カリキュラム作成の参考、教員の教育力の向上及び授業内容・方法の改善・ 

充実に資する。 
 

２ 対象授業 

  医療保健学部全学科、東が丘・立川看護学部看護学科及び大学院の全授業 

科目。 
 
３ 調査実施時期 

  原則として、各セメスターの最終授業日とする。 
 
４ 調査方法 

  授業担当教員の了承を得て、事務局から授業評価質問用紙(講義・演習 

科目用または実習・実験科目用)を配布し原則としてその場で記入させた後、

回収する。 

  ただし、授業科目によっては、質問用紙を学生に配布しペーパーボックス 

(事務局前設置)により回収する。 
 

５ 調査の集計等 

  質問用紙はマークシート方式により記入し、集計する。 
 
６ 主な評価項目 

（１）自分自身の授業(実習・実験)態度について 

（２）授業(実習・実験)内容について 

（３）教員の教え方(実習・実験指導)について 

（４）教員の姿勢について 

（５）総合評価 

（６）自由記述 等 
 

７ 授業評価結果の分析、公表等 

（１）個々の授業の調査結果の分析等は、当該授業の担当教員が行う。 

（２）授業評価結果については、各学科長等が各教員の感想等をとりまとめて 

分析等を行った後、全学分を公表する。 

（３）各教員においては、授業評価結果を授業方法の改善工夫等に活用する。 
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FD活動の一環として外部講師を招いての講演会等の実施一覧（平成 24年度～平成 26年度） 

 

実施年度 平成 26年度 

実施日時 26. 7.30(水) 
26. 8. 6(水) 

16:30～18:00 

26. 8. 7(木) 

16:00～17:00 

実施場所 世田谷校舎 五反田校舎 五反田校舎 

主催 医療栄養学科 大  学 医療保健学部看護学科 

テーマ 学科 FDをすすめるために 
科学研究費助成事業の概要等

について 

医学教育国際認証評価制度を

視野に入れた医学教育改革の

在り方について 

講師 
山梨大学大学教育センター 

日永龍彦 教授 

千葉大学大学院看護学研究科 

  増島麻里子 准教授 

  渡邊 美和 助教 

日本医学教育学会認証制度委員会 

東京大学医学教育国際研究ｾﾝﾀｰ長 

北村 聖 教授 

対象者 学科教員・職員 教職員 教職員 

参加者数 23名 57名 28名 

 

実施年度 平成 26年度 

実施日時 
26. 8.21(木) 

13:00～15:00 

26. 9. 4(木) 

13：30～15:30 

26. 10. 1(水) 

10:00～11:00 

実施場所 国立病院機構キャンパス 五反田校舎 世田谷校舎 

主催 東が丘・立川看護学部 
医療保健学部看護学科 

学生委員会 
動物実験委員会 

テーマ 

アメリカにおける救急看護の

現状と将来 ‐外傷看護 

コースプログラムと評価‐」 

大学における「合理的配慮」

の取組み 
平成 26年度動物実験講習会 

講師 
マーガレット・マクマホン先生

（ナースコンサルタント） 

信州大学教育学部 

高橋知音 教授 

東京大学医科学研究所 

実験動物研究施設 

佐藤宏樹 助教 

対象者 教職員・学生 教職員 教職員 

参加者数 104名 56名 20名 
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実施年度 平成 26年度 

実施日時 
26. 10.23(木) 

18:00～19：50 

26. 11. 7(金) 

18:00～19:30 

実施場所 国立病院機構キャンパス 国立病院機構キャンパス 

主催 大学院看護学研究科 国際交流委員会 

テーマ オバマケア以降の NP活動 
アメリカの自律した看護師は

どのように育つか 

講師 

スタンフォード大学病院 

准教授 

ガレット・チャン博士 

ハワイ大学看護・歯科衛生学

部看護学科／大学院 准教授 

モーリーン・シャノン博士 

対象者 

本学大学院生、学部生、教職

員及び東京医療センター看護

職員 

学部学生、大学院生、教職員、

看護教育に興味のある学外の

医療関係者 

参加者数 59名 73名 

 

 

実施年度 平成 25年度 

実施日時 
25. 4.18(木) 

17:30～19:00 

25.  6.10(月) 

18:00～19:30 

25.  7.  5(金) 

18:00～20:30 

実施場所 国立病院機構キャンパス 国立病院機構キャンパス 五反田校舎 

主催 東が丘看護学部 大学院看護学研究科 国際交流委員会 

テーマ 看護政策を考える 

米国におけるナースプラク 

ティショナーの過去、現在と

未来の役割 

医療者のためのセルフ・ヒー

リング～より健康に生きる 

ための心身への気づき～ 

講師 
日本看護連盟参与 

石田 昌宏氏 

米国スタンフォード大学病院 

チャン・ガレット臨床准教授 

米国サンフランシスコ州立 

大学健康教育学部 

エリック・ペパー教授 

対象者 教員・大学院生 
教職員・学生、外部医療機関

関係者等 

教職員・学生、外部医療機関

関係者等 

参加者数 86名 79名 100名 
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実施年度 平成 25年度 

実施日時 
25. 7.31(水) 

16:30～18:00 

25. 9. 2(月) 

9:30～11:30 

26. 1. 8(水) 

18:00～19:30 

実施場所 五反田校舎 世田谷校舎 国立病院機構キャンパス 

主催 大  学 医療保健学部医療栄養学科 大学院看護学研究科 

テーマ 
科学研究費助成事業の概要等

について 

医学教育における OSCEの 

役割と現状－医療職としての

管理栄養士の卒前教育に

OSCE を導入することの意義

ー」（仮題） 

スタンフォード大学病院に 

おける NP活動の状況等 

講師 

文部科学省研究振興局 

学術研究助成課 

中塚 淳子課長補佐 

東京大学医学部附属病院 

総合研修センター長 

北村 聖教授 

スタンフォード大学病院 

ICU 医師 

御手洗 剛氏 

対象者 教職員 教職員 教員・大学院生 

参加者数 67名 41名 98名 

 

 

実施年度 平成 24年度 

実施日時 

24.5.30(水)16:30～18:00 

24.9.26(水)16:30～18:10 

25.3. 7(木)15:00～17:00 

24. 6.13(水) 

18:00～20:00 

24. 8. 1(水) 

16:30～18:00 

実施場所 五反田校舎 世田谷校舎 五反田校舎 

主 催 
医療保健学部看護学科 

FD 委員会 
国際交流委員会 大  学 

テ ー マ 
学生のメンタルヘルスに 

関する FD研修会 

米国登録栄養士 Registered 

Dietitianとその働き 

科学研究費助成事業の概要等

について 

講 師 
東京大学大学院教育学研究科 

佐々木 司教授 

米 国 ス コ ッ ツ ブ ラ フ 市 

血液透析センター 

登録栄養士 

明美 グラス氏 

独立行政法人 

日本学術振興会研究事業部 

研究助成第一課 

中山 亮課長代理 

対 象 者 教職員 教職員・学生 教職員 

参加者数 各回概ね 60名 65名 62名 
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実施年度 平成 24年度 

実施日時 
24. 9.15(土) 

13:00～14:30 

24.10.29(月) 

17:30～19:00 

25. 2.15(金) 

14:30～17:30 

実施場所 五反田校舎 国立病院機構キャンパス NTT東日本関東病院 

主 催 国際交流委員会 大学院看護学研究科 国際交流委員会 

テ ー マ 
医療事故データ分析の世界の

流れ及び HON の活動について 

オーストラリアにおける 

看とり～現状と課題～ 

医療者と患者のパートナー 

シップで自殺を予防する 

-タイダルモデルの理論と 

実践- 

講 師 

WHO(世界保健機構)コンサル

タント及び HON(Health On 

the Net Foundation)リサーチ

アシスタント 

梶原 麻喜氏 

オーストラリア、モナシュ 

大学医療看護科学学部 

マーガレット・オコナー教授 

ケンブリッジ大学病院 

ナーススペシャリスト 

Joy Bray先生 

対 象 者 
教職員・学生、外部医療機関

関係者等 

教職員・学生、外部医療機関

関係者等 

教職員・学生、外部医療機関

関係者等 

参加者数 34名 90名 58名 

 



年度 実施年月日 場所 参加者数 講義等の内容

平成
25年度

 平成25年
 5月29日（水）
 17:30～18:30

大学院　別館
Ｄ104室

教員
及び
院生
20名

“Topics on Infection Prevention and Control”
 （「感染制御のトピックス」）

本学客員教授であるジェラルド･イー・マクドーネ
ル（Gerald E.McDonnell PhD） 米国 ステリス社
副社長が、日本企業への講演のため来日した
機会に「感染制御のトピックス」に関する講演及
び意見交換等を行った。

 平成24年
 11月16日（金）
   7:45～8:25

東京ビッグサイト
1F Room1

（Reception HallA）

教員
及び
院生
50名

“Infection Prevention and Control System in
 China”　（「中国における感染制御システム」）

本学教授（非常勤）であるリュイ･リー（Liuyi Li
MD） 中国 北京大学第一病院 感染制御部主任
教授が、第11回東アジア感染制御カンファレン
ス（EACIC 2012)のため来日した機会に「中国に
おける感染制御システム」に関する講演及び意
見交換等を行った。

“Properties of antiseptics in wound
 management-comparison of efficacy and
 tolerance”　（「創傷管理における生体消毒薬の
特性-有効性と限界」）

本学教授（非常勤）であるアクセル･クラマー
（Axel Kramer  PhD）　ドイツ グライフスワルド大
学医学部主任教授が、第13回滅菌供給業務世
界会議（WFHSS 2012）のため来日した機会に
「創傷管理における生体消毒薬の特性-有効性
と限界」に関する講演及び意見交換等を行っ
た。

“Sterilisation and Supply in Hospital” (「病院に
おける滅菌と供給」）

本学客員教授である　ジェラルド･イー・マクドー
ネル（Gerald E.McDonnell PhD） 米国 ステリス
社副社長が、第13回滅菌供給業務世界会議
（WFHSS 2012）のため来日した機会に「病院に
おける滅菌と供給」に関する講演及び意見交換
等を行った。

 平成24年
 11月24日（土）
   8:00～8:30

大阪リーガロイヤル
ホテル

ウエストウイング
2F　松の間

教員
及び
院生
35名

“Hospital infection control in 2012: new
 solutions for old and resurgent problems”
(「2012年 病院感染制御：古くて復活した問題に
対する新しい解決法」）

本学客員教授であるジョナサン･オッター
（Jonathan Otter  PhD） 英国 キングス･カレッジ
特別研究員が、第13回滅菌供給業務世界会議
（WFHSS 2012）のため来日した機会に「2012年
病院感染制御：古くて復活した問題に対する新
しい解決法」に関する講演及び意見交換等を
行った。

大学院医療保健学研究科における外国からの講師による講演等一覧(平成24年度～平成25年度)

平成
24年度

   平成24年
   11月23日
   （金・祝日）
   7:30～8:00

大阪リーガロイヤル
ホテル

ウエストウイング
2F　松の間

教員
及び
院生
30名


